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繍拠効ント・マツ以・シエーラー及び二・ライ　ば・　賭の1｝・には糟踊：i照醐・ければならない。カ

ハルトマソの倫理学に依拠して倫理的価笹¢ヌζ現に就㌔・　　ソトによれぼ純粋意志目ζ据践｛：辱！性として卿：！取道徳滋昌

て研i究したものであるQ　　　　　　　　　　　　　　　道徳爵り癒朝めるものである。然るに紬紳意志厭鷺麺終燃

　1カント　　　　　　　　　　　　恋から難㌶を排除1．たというにとどまり，姉磁なヲ1獄に
倫埋的佃溝の実珊こ関するカソ1・の県解については，　過ぎない。かk礁i・撚こ況総が如阿にして騨1謄創め為

彼の倫理学体系から切り離して論ずることがと虚勘τい。　　　か。これに朗する積極lii勺な解答ほカソトの掌説のどこに

それ故，先ずカソト倫理学の基礎的方面を，倫理1駒価値　　　も見出せない。ただわれわれ｝：1「憎徳法の客親杓壌在性

め契現に磁接関係ある範囲内に限定して考察する。　　　　　は埋性のll蕪であゐo」という肖然法約ゐ｛燃月1こよつ℃

　1　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　カソトの信愈の存歩るところ癒うかがい知るのみであ

　カソトの倫理学体系の頂，Wt　t）｝tもTす概念に自lllと義務が　　　るo（ibid．　s。61－62）

ある。先ず自由から始める。　　　　　　　　　　　　　　　理焼織歌内外の感憐的1沃求かち独i’t：に嵐分の原測｛を剣

　自E臆…購礎ずける概念の・一つに純粋がある。ここで純　めるのでなければならぬ。それ、カ、酷の削於ある。カ・

粋と陳意志の純紳に外ならないが，かSる意志でなけ21、　　Sる自由意志の前提に」：つて，楕率力ζ常に鞍岨的立法の

ば題徳的でぽあり偲ない。その理由は，一一つにほ先験虫　　　原理とLて蕨蜘するように行為せよ，という命法け矩i醤

鍍の立場から；意恋が寒質を含むとき｝ま普，顧1黙がないか’　酌たり徳るのである。

らであり，今　一一つに紘か」る意志隷欲求能力の対敷（侠　　　『上述の道徳ll≧による嵐山の諺憲礎ずけか7¢1”よ消禰的℃あ

不快の対象）によつて規定され，随つて自然必然・陸に支　　る。自由の認識限拠に過ぎない。欄藤鴛が［彗由の存在根

配されているからである。　　　　　　　　　　　　　　　拠になるのでなければ十分に繋礎ずけられたとは雷えな

　虜由な基礎ずける他の概念臥道徳障である。このこと　　い1これを明かにするた樹こは義務の概念な考察する必，

に就いてカソトは次のような例を以つて説明する。一　　　嬰がある。

蓑し或る入が慮己の愛欲の対頚ととれを傳る磯会があれ　　　　カソトにょれば，蓑幣は法則に従つて傾陶性に基くす

ぼ・自己の傭欲に対して全然抵抗出来ないと磯i言したと　　Kての規定醸理を排斥することによつて審観的に鍵践的

する。然らばその入に向つで・彼がその快楽を満足した　　な行為である。この排斥の故に嚢務｝よ強1ナを含むのであ

直後に，その場で彼のために絞首台が架けられると仮定　　る。ところで人間にとつて曹鵬であるところの「傾向性

しても，それでも尚摘欲を抑えないかどうかを問え。e　　の1非斥」ほ如鱈こして町能が。それは道徳法が厳存する

れに対する答1割蔓く億測するまでもない。然し彼の主君　　からである。

が即刻の死刑の威嚇の下に，その殺そうとする高潔の士　　　然し嚢務は単に頻向性を判F斥するだげのものではな

に不利な偽融をあげることを彼に命ずるとき，それに打　　い。寧ろその積｛亟的の役割隙法則を遵奮するところにあ

勝つことが可能であると思うかと彼に問え。彼ぽこれに　る。然らぼ5芭繍蹴如何にして瀬志釧葺直内になるか。そ

対して敢えで確讐はしないだろう力雪，しかし．このことが　　　こにセよ一種の心理的過F．FEfJ］なければならぬo然もこの過

可能であることは躍階なく謂めるに相違ない。従つて彼　　程は先験的なものでなければならぬ。カソト1り；法則に対

1：1或ることを為すべしと意識するが故に為し得ると判断　　　する尊敬を以つてこれに容える。その要臨‡．次の如くで

し・そして道徳障がなければ決して知られないところの　　　ある。一われわれは意志の規定1駅理として道徳障が凡

自由を自分のうちに舗する。（K・呈tik　d・・P・al・tischen　てのぺの傾向性を破砕すること｝こよつて舗欝えるこ

Vemunft　s・39）　　　　　　　　　　　　　　　　　　とを先冥的に洞察することが佳1来る。ところで傾向性は

自｝瞼基礎ずけるものが道徳律と純粋であるとすれ　鰻と甑と1・分れるのであるが，この：　：，：つの1，v哨愛の

　＊儒州大学繊維学部　哲学研究室　　　　　　　　　　　　方は恕すべき点もある。然し自員は絶対に許せか、・。道



164　　　　　　　　　　　　　　　　　　僑州大学繊維学部枡究報｛寿　第3号

　　徳単との一一致に先だつて自尊を要求することは不当だか　　の要件とする。

　　ら。かように自負を破砕するものは自ら尊敬の対象でな　　　　（本論文では概訟の灘岡癒灘妊けるために，通徳的脊為

　　ければならぬ。この：尊敬は先天的に羅識される積極的感　　　の価値G道徳儀）をカントの用法に従つて道看蔽約fllii値

　　［1胃であるo　（ibid・　s・　97）　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　1（moralischer　VSrert）　とlrl㌧轟・、こ～二に二つ的る。　（K，　d．　P．　V。

　　　道徳障が尊敬の対象であるとは，言うまでもなく，意　　s・1〔｝5）これに対して道徳的行為に際して追求される佃1

　　志の目標でなけれぼならぬと㌔・彊捜をも示している。　缶艶㈲i靹佃臓（ethisch・・W・りと呼ぶ。　rjii後破脈

　　　カントに於いてほ噸向’i物排斥」と「通齢を意志　から肉明なものは単に価職・ll己す。陶加トの倫脳・1で

　　の目標にすること」と樵褒裏…休をなしている。否，寧ろ　　は1芭徳法｝｛Uの内容として，例え賦ユ雌」：や1：1三震10如eX’　？1｝の

　　簡者は同一謝突のこ方面なa）’tL・ある。而して両融劇：　がある昆が示唆されている。疏ら腱のノ脳1ユ1に従』

　　・せしあるもの厭道徳雑そのものであつた。ところで上記　　　えぼ倫斯狛tJ佃i値に蝸る。．）

　　の耐は灘ミの齢1と不剛テのゆである。こ・に撫・　’li．・。ッ、、．v，．シ。＿％

　　礪齢が融の存在膿でも泌こと醐かで繍・　．加トが脚脚働接嗣鵬れゐもの醐簸しゾ・二

　　　2　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こと猷噸向｛集鞭弱li斥する彼の毬lji∫から事れば韻然のこと．

　　　然らば義務にかなつた行躍｝lit何故に道徳性な駕るので　　　であるが，然’し立場癒綴にす酒、ば火いに黒論があウ得

　　あるか。勿論かNる行為1”」：　’K脅擁陸（讐：王韻性）刎寺鵯且自　　　る。カソトの就秘倫堀学に反刈する第…・八一鎧霊㌣ツクス

　　律的であるからである。然しそれだけてほなV・。三、野々rよ　　・シ＝一ラPtである。

　　それ以外に，その理［ゆ一つ力物シトの根本僑靴鰭「　シエー淋はカン、トの毅務徹｝控勃批；揮して渤・一轡

　　弓べきものに根ざしていることを箆逃すごζ洲1｝：陳ぬげ　　カントの駿務倫理学に於いて鳳倫瑛！的｛噸卵；憲志の命・俘

　　根本信条とは何か回　「戦闘を逓してのみ行為セ3；道徳性を　　によつて爽現される。かようZi：価臆ほ勿i論無視り殉ること，

　　特つ。」というのがそれである。カソトが，適法性と道　　　け醐来な恥が，高い価値とはなし難い。遡うそれは，そ

　　徳性と礁別レ前灘鵬1生が単に酷の継購で　娠対が悪癬誠するものとして価伽最低限である。
　　あつ燗合にも可能であるが，子賭i怖為が嚢伽瘍　　（例えば正血雛対して不工EmLr）燃1柵こ肱購れ醐外

1即鱒ら難のために麟ところにある曙う撚喧．に，礎の序列と鞭敏して・・る燃の備鵬る。
　　騨紛か…のこの根縮鴛示唆さ牙・て聯・，　iiiljL．て人隙1封らの｛醐・脳腕倫理・・蜘髄翻，、ば

　　それ厭曙葉によつて1縦的である・「入に道解の　師揃に糊するのだ。髄って徹鋤lllli伽糊に｝瓢
　　導奉を強いる所の心惰は次のようなものである。即ち道　　絡そのものが悲向されていなければならぬとするカント

　　御法を義務から遂奉すべしということであつて・気霜ぐ　　の見解は斥けるべきである。へ格の価値はひたすら倫理

　　塾な愛好や傘ぜられないで自ら好んで企てられた爆求か　　的価傭を志向するところに発揮され為のであつて，入楕

　　うであつて崎ならないということこれで凝る。砺して彼　　がその築現せんとする倫瑚酌価館と共に自己価値を志向

　　P“常にあり得る道徳的状態獣徳である。醤いかえれぽ・　　するのに決して人絡の価櫨を高める所以で【はない。（シ

　　戦闘の中にある道徳的心情であつて，意恋の完全な赤屯潔　　　エーラーによれぽ入絡価櫨とは醤（悪）のことである。）

　　馳持つこと卿にあ榊聖性で1＃ない・」（ibid…10　かよ弓・1・：　abントを批評するシr．・・一ラ畷身の倫理蜘　

　　9）　　　　　　　　　　　’　値糊に関す覗解は如何なるものであるか。璽にはそ
　　論理的騰鰹現に関するカy・1・の購は主として嚢　の1賑をなす…麩本的購徹如何なるものでするか。先ず

　　蝋を通し蜘嬬るので齢が・それt＊凡そ次の四つ　儲から始める。

　　に分類出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　ω糊的嘩暎現には槻1そのものが追求されな　舛誇一｛霊その構三勃殆んど全徽圏。たつて，

　　腺ぽならぬ・　　　　　　　　先ず・。トの学説齢1合剛bその反駁纐じて自説
　　　〔2）法則が翻として配齢圏・るのでなけれ鵬　鱒繊レこいる。海．ラーの催学髄。トの；t21、

　　為は道働でない・　　　　　　　と多くの点に於いて燃鰹舖脚てよL、．カ。，倫
　　’㈲倫醐備の糊に臆渤糸・酬生一人絡の本　理物燃主嚢謹醗義輝離慰。に対して働尽

　　質’一一thg志向されてL・なけれ骸：らぬ・　　　　在論の立場聯茜主義傾齪肋轍はそ畷も…窓い、

　　一　（4・）倫埋的価値の癸現には傾向悟書に対十る闘鞘を必須　　　点である。私は今これらの暴本的問題に立入る余裕はな
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いのであるが・舗娯〕兜に関するシエーラーの理論を明　守麦渚は「汝は悪をなしてはならぬ。」なる命題で現わさ

かにする上に必要な点だけには触れておきたN・。　　　　れる。こ’の中後瑠鳳積極的？r－．倫理的価鰍のあるとヒうに

　ω構酌佃醜響Eする。それは財世界剛ゼ存せ　起るのでぼなくて，醗的価伍剛鯛として榔難価ful：τ

ず・随つて財層鵬｛の変化動播に対してアプリ層オリ瀕序　雛立するものである。鮒が＋伽こ倫馴1勺価1直に向つ

等級を獅ている・　　　　　　　　　てL・るときには鋤や命令について・｝るの圃淋を為ざ
　鋤　とれらの倫理的佃i履は諸ヒの倫理的価催1聞の優　　　ぬ。わけてもカソトの憲味に於ける髄畷鑓1為（1）fli［：1、レ

劣碍靴共に独勧価鱗・撒のf㈱こよつて翻さfr・，・。li・酬識然鰍麟勺さぬ。自己に対す膿伽商

る・1「1’iして認継れた倫理醐礁は鮪磯現のf糊によ　る。然し1肥嬢務一3’け駐と麟酬・・醐る。「猟

つて爽現されるQ作用を遂行するのは入格である。入格｝よ　　　wa　（Tノ詮験務ずける」と諮る場脅；・こは，他入に対する踵鵬

自己の価韓に相罰する1貞li鰍じ採択し寒現するので翫る。　　　として何かを滋，　rj－　itとを溜めるということを意嘘ナるに

　’（8）f乍用厭感牲11iJ感・h里ナとはf町の関係もないoこのこと　　　過ぎない。「』

は感篠Sれた苦悩の増：ノ乙訪耀羅1二的箇痛のま：翰大乏二比例しな　　　　（8）丘i｝劇的価傭な遅｝見するの隠：意忠である。然しこれ

いことによつて髭三・。倫理的価f同1癒喫堀する作月意1：意欲　　　に蕩加するのは恩恋のみではない。価舗の爽現に当っ“C：

であるが，鷺欲1：1こ第一一綬的｝：二価窺［’1の突珊こ両けられてい　　初発的な作用をなすものは心情（Gesihnung．）である。

る・倣1襯駅胡1撒燃欲と構lll勺価靴’・糟臨ミ　心情臥格の本髄形n£－sliる劇…で闘1雌の塙榊と別で

を見タミつている恵にある。馴更1…（つ法岡のかわりに爽質な　　　隠ないが，慰憲活動の源泉という窟身こで獣意欲に属する

X）1　k－）て規寝さ才操二聯灘は1L轍ぎ的感情｝：二蘇いているから光　　　亀ので防る。心構ほこれに続く意志」ま撚・iiの蒼段陽に対i’

天的C」ないというカソ’　1・の詑張｝測峡にljとしている。道　　　て先天的な規定f／吟1按なすものである。

脚勺灘繭1け杣漢強い蝋襯蜥Ili　｝猶獺してi把失　以．1の・嗣と蹴髄的髄il脚喫現畷も閲系襯い
念を来たし，｛焙の’醐繊口ぎは忘れられていることに　ものLtt｝Jる。

よつてこれを，著1ることが烈ll拠る。　　　　　　　　　　　　　2

㈲糊湘i靴｝剛購齎との1融は縦的棚係　構蜘i駒’糊に閾しては；儲鵬…な吟味しな肺、
がある・カントによれ麟魍歌単・こ酷にの嚇睡られ　ば癒：臓。そこで光ず酷過醗の徽隙こ関す為シ。＿

る・然しそ欄；誤りである・意志臥格の一つの儲1に　ラー醐輪舗瀞砺ずけてみる。

礎ない譜聴鋪臓な伽備志欄跣だつ備　A，Ll、dwa・

瀦徽臨纏拳悪麟価鰯続灘勢懇繕蕪雛贈・1
（5）カバは嬬の欄樋惚こ繍となして・・る・　の謝如く諏ゐ・る購囎定倣なので眈㌧、。i輔

即励跡の入格鯉齢な普漏人鞭ある・だが翻　r域る価1齪蹴以つて満され，そ・妨隙意恣醐力、

化さ灘る鱒も囎決し｝ご儲の鞭駄すもの鴛　す．漁．備罎階で瞭だ嫡1・して懇すべ勘、
ない・入格繭より翫ず側蜘のものである・随つて　は調かになつていない．こ牙麟耀されるのは細

凡ての焔は襯にf醐娯｝・してL・る・入絡躰蹴　（Ab・i・h・）の段階｝・於いて画る。劔の＊｝。於、、七

非鯉的な榊ll（G・ist）である・糊・は人格の殿の　企図（V・・s・tz）が｛徹される。と鍛β皆｝嚥つて始め

核心に位しドーwaの欄にxt’・Sしてアプリ籾である・随　て行繍物質の世惣榔つく．最後に行為喋1勲。つ

つ’Cそれ｝蜘1肱る認細乍用も及ばない姻をなしてい　いての快不働鵬が起る。心齢ら企図にk：70までの

de　o　’　　　　　　　　　　　各段階の脇初肪は厳密に一方El勺であつて，迦妨彫
C6｝入格の本質が糊縫あることは嬬勝吻の作用　は蘭二しない。撫こ心情が物脚許騰的感櫛こよつて左

の遂儲たる昆を融する・M・各購欄蹴轄しこ　穏禍となすの｛爆りである。心情が戴鵬つとき

れ継行す碗のであつて削・闘象となることがな　は感齢繍への騨鵬琵なす’…。’トの見1購∫霜

い。　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　るべきである。（Der　Formarig．　mus　in　der　Ethik　und

｛7）S。11en（べし）はこLつに分lilJる。　idenles　Sollen　　die　materlalc　Wertethilc・Max　Scheler　s．110）

（理舖な「べし」）とPfli・h・s。11・・麟鋤な「ぺし」）　心・1、・l」・臆図，企図及び1予纏そel価1莇向｝。縦す

で1ある。罰者にk「懸は存：在して1宏ならぬo」なる命題で，　　　る。伍’、詮途中て迂5ミ曲折hi二島るにしても，将来これtt）の
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もののf而籔質料になるものは心情のそれに依存’してい　　　つて実現され碍る，意志「1漂へと制隈勲，る」然もかよう｝こ

るD心屑橡意図や行為に対して実質的且先天的均i猷動領　　　進歩する経験lr柔根元白勺意欲の1勾容を睦出’しゾ1二り創1漁した

域をな1ノているo随つてそれは，醐一一事態に関して1洩，　　　りするのではなく，これに否塞1！5勺，fl剥隈的な1’lr団な乏ぼ

意図が変化しても同一ll生質を維持するのである。仮令心　　すのみである。（ibid・s・126）

情ほ変化しても・行為が最初に期侍した結果を得なかつ　　　恨元的意志内容の為し得られることが’，二言【iiされ日．それ

たとか，或は同一鞠態に関して意図内容が変つたという　　が行（Tun）及び1予為（Handeln）にょ・って，11｝見こ1：れる

よ弓なことに塾くものではない。心惜は・一靭の意図構成　　　場禽，意欲の笛…飛的な恣向ほ先ず鯉物関係”受ぴ価鰍関

に先立つて現われ・且それには’訟然依存しない。心情の　係に向けられている。灘ここれらのものの実現に簿二駿

変化は「道徳1約z）改宗」（sittliche　BekchruTi9）とも需　　　1！1勺に行，1：s欲が循・合する。このこと目こ前に挙げたf々1（帽予

うべきものであつて，その入の全生活に新しい力向を与　　　を被る場合のf〃目）でも明かである。勿論得（1透騨のその

えるものであるが・然もその変（t｝：tc，G，く心鰯蛸の原豚1　も鋤眼本的意欲の対菱で騒場i・輌る。偲1勲す石

性に…蟹ものである。この根拠力・ら心愉徽育の力によ　捻などがそれでもる。然しこ酬殆の猷仁掴1．闘｛くが

つて動かし響ないものである。何故准らげ教膏α）対象と　　根元的憲欲の対象なのであつ・ご，さきに習ド状二・鋼〃ロ（価

なり鶴ものは心情に連る灘瀟動の1獄唖魍一硯の　㈲関係に当るのである。随つて辮灘蕩一畑1胱劇・1

のみであるからである。（ibicl・s・115）　　　　　　　　　は．lig物（：価値）関係であるという即ll：輿と矛臆する4、ので

　B　意志の内部的過罷。鷺欲の現致の中で初発潤なも　　ない。かく゜C，根元的意欲と行，｝畿欲とのとの間には謝然

　のは恨元111欄欲（ursprunglichcs　Wollen）であるo　　　と・嚇1が引かれる。

そ・オしは諸々の経験自勺，嚇項に対して：：j’プリ汁リであるとい　　　　　以Eによつて次のことな矢IIり得る」即しも憲欲の1心・kl∫と

う意味で純粋葱欲とも名ず1’“）’ら矛しるo鷺ll述の心情に非Fi過　　　その機元白勺価鍍方i右1並びにその佃i聴ソゴ晦に充寒な．字える

するものである。この意欲の段階に於いては，或る価値　　所の漁忠1期的C騨時・価哨関係）困こ，行可能の縄験によ

内容が恋向さ才しているが，それはまだ為そうとする意欲　　　Lつて梱i限なうけるが決してこれによつて秘極llrlに規遣さ

ではな㌔・。f列えば，燈，火をあの机からこの机に；移そ5と　　　れ為氏・こと，及び楓ヲ亡白勺憲欲の文寸験たる！lllil直は，　f槽こ於

欲する場合に，最初に意欲されること臥rあの燈火がこ　　いて契現さるべき，．駿欲の内容に対してう1罫三的な規思轍二

Sにあれ」ということであつて，決して運ぶことや運ぶ　　　り得ることである。ここに於いて円，如f肛に漁忠の心‘1胃が

に必要な運動などでほないoI暇子を被るときの蝦初の意　　　意志過礎の糊｝麺勺な創始から独立に，意｝潔過灘の能艘域

欲1よ，その動作や運動を目指すのではなくて，頭に帽子　　を支配しているかが分る。（ibid・s・129）

を被つていること：を志向するのである。何かの結果をも　　　C備1恋の対外部的1愚程

たbすためttこ臨臓臆隙行意欲（Tun・v°llen）｝r　以一t，によつて灘内部の諸瀦の｛1襯購潮かにさ

移らねばならぬ・然し前甜齢へと一一翻に鮒する　れた。次に慧恋と外醐橡との関係が課菌に1－t，1：　7“。一切

のではない・儲の聞に賄醐筐（T・nkUnn・n）ρ休　の意脚、繊駒対象の【堺勧：レごいる所崎為酬蝦

験が介在する。行可能に於いて永泡に帰るような意欲対　　に関して起るのである。カソトによれば鰹朧約対毅｝ま習

象ぽ単なる希望対象｝『過ぎない。　　　　　　　　　　　々の意志の実質を規簿すゐのであるが，この嚇合対鍛が

　こxで注目すべきことは・行可能の中に夢えらオ1・た内　　瞥々に与える所の影響は感富的のものに隈ジ⊃れている。

容の広さは機元的意欲の内容に選択的に働謬かけるだけ　　然しそれ【：k誤りで1｛bる。突畿的対銀鳳光ず価傭対象一般

であつて，これを積極FI勺に規定しないということであ　　（物的。心的イ醐IDに，次に膏意欲に於け：る心情の価鱗

る・即ちそれ1測艮元的に意欲されたものを，築現可能な　　実質に桐当する対毅に基いている。tJg．t践的対象｝霊決して

範囲に制隈するだけであるa凡ての心的成熟が河≒す所の　　知覚される所の「ll勿」ではなくて価値物或｝翁；財である。

第一の現象は，意欲が遂次行可能の範囲内に制隈される　　意欲の追求｛ま価綴漉敲の作用に与えられた所の緬1鷹内容

ことである。幼少特代の室隙的な大計爾は次窮に披渠さ　　に遊いているのであつて，知覚される所の張象内容に遮

れる。そして塞想のかわりに妥協力覗われる。　　　　いているのではなL・からである。随つて諌のどとヵ署え

　以上のように，先ず駁元酌の意志目標から行可姥の意　　　る。即も，何かについての漁欲は常’にこの「何か」につ

志目標が区別される。そうして行可能の鎖賊に於’、・て　　いての積極的又は消極的な佃li値の感偲を前提とすること

は，この惹志目標はかれこれの戯体的な行為の形武によ　　　及び価態は決して河景欲の結果ではないことこれであるo
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意欲を発動せしめるものは決／ノて状態的の感’筒〔：・1まなく　　　カソトは意図内容が心1麿の価値内稗によつて：光一礁1｛’に網：

てLC感偲中に与えられた但li憶対敦である。価fii物即ち価　　　系く」されていることを見落しているのみでなく，前述の経

纏対象の中に於いてのみ対劇：瀧蔑的対象で効うる。　験の意1職こ関しても誤つた見膣dlヒ漁．てい㍍1轍な

（ibid・s・134）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らば彼は経聾命な，物約対象が刺就にょ・：，て｝膿1、．　’、L．；感働：1勺1

　こxで注1司すべぎことはi建践・：白世界（この中で純料』意　　繍情状｝悲に蹄き曜かえているカ・ら。従つてカントはこトに

欲は価櫨関係の意1汰に尚う：）汰モの入の1〔》惜の側i値を荷　　　関する隈り経癒負の殴階を韻溜している。吾・・々の縫践’1勺緩

つているととである。ところで物鞠又は心蕗」価瓶関係が　　　験に対して第一・∫馴勺に内容となる所のもの穏；r勝利と敗

実現されるような対象は．実践的世卿ヨのものである。従　　北」「征服と屈従」という如き動的な関・係レ1鍛，り，意欲

つてカSる対象ほその入の心情の価酸方陶に動かされ　　　の中に休験された抵抗である。｝」“1，，．てそ：｝L捻行為の織隈

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が吾々の感情に唖1“1寸身反作1刊では7｛1：い。（ibid、　s’．118）

　前述のように楚践的対療の‘111：界1測li侮的対敷疫以つて　　　既に1巴掘され，夢えられた貿図の内容歌鳳出す如激抵

拙成されているのであるが，この価値対貌の領域から意　　抗1従つて又意図の完成｝こ紺する抵抗1雪二意欲の喜11に体験

志女豫とし郡解される女rl納容闘鍬に膝rする抵抗　さ溜d賄：カρ・根本・四に区別さ・弼・乳ぼなら嬬ecの段階

（Widerstancl）として与えられる。抵抗は饗鵬約対象　　　｝こ翌つて始めて抵｝1’【：は対llする現燦の割論物戴は危図の目

を構成しているのであるが，この現激は意欲の追｛1ヒの中　　　搬たる「物」となるのである。かような新しい内容即ち

にのみ与えられる。意欲の巾に於いてのみメ辺践的現燃｛…　　企携1内欝の形戒によつて始めて物の活動は暦の状熊な焼

（Pr・k亡i・ch。　R・・1it三tt）の意瀬賄する。〈ibi・い．135）　定することに）’1　r　70。企図にth”つて始め鰍志は経験白腕

抵抗の現致欧一つの傾向の中セこ序する。噸向とは意欲に　　　盗と迂1．結する。ヵソトは意欲の爽置の規窟に於いて1溜轄

対して向けられている（営o窟蒲d’as“「oll｛tn　gerichtet）　　　1杓状1潔な曜1礁することな意図構”覧に於いてのみならず，

ことでiloつて，その体験された出発点は1鯉発的対象を越　　　願iに心1尉に於いて必然であるとなしているが・これぽ礁

礎ずける所の価熊対勲である。又抵抗は対象のある所に　　当でない。

のみ現象するのである。この対鍛は非墜聞的のもので亀　　　　以，lr．のシ；＝・・一ラーの瀬志置麗に巨突！する理論には多くの

かまわない。暫凌が外的意蒜例えば園家慮志という抵抗　　潔い洞察セ含んでいるが・婆す為に商い殿階が低い婆匙階

を価臓対象として体験する耀禽の如ぎこれである。行意　　　を苞摂し鳳先天的に規建する罫爽耽論諮しようとする企

欲の雛一蓑的な原因は態櫨状熊ではなくて，意欲に与兄　　てに外なちない。即t）心悔乃驚純紳濾志の｛灘醜霞欧続

られた馴柄／P「休験された抵抗」である。而して行意欲　　　く諸殿階によつて選択的な制隈を愛iナるが然もこれな殿

の内容を規楚する所のものは常にここつの要素に依存して　　き行為に顕現するわけである。この麹解獄，ぺ楕にその

いる。意欲された価鰭関係並びに抵抗する目的物の特殊　　価鱗壱こ棚応した価値を爽現するという彼の恨本由張と完

の性質がこれである。行意欲及びその内容に対して規定　　金に契合している。

者たるものi馬意志の同的によヴご蕊起ざるべぎ感情状　　　シエーラーの患想偉意志規慰こ於ける先フ、説と称すべ

態ではなくして・第一嚢的の爽：浅iヨ日標が，特定の価維　　　き・ものであるが，それが1雌物論と疋llこ対の立場にあるご

関係の存在を欲する私の意欲（このものは内在的な価箇　　とは明白である。それはともあれ，彼の先『だ説1飾一循の

心轍こ導かれてL・る）に用意した抵抗なので泌・　　齢蹴繊し，入格陶治の磯髄否定するgeとにな

（ibid．　s．∬7）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo（本論女s，166，心情変化に関する照参照）彼の主

　種kの段階を有する諸抵抗及びその内歪ドは実践的経験　　張する如く心情がそれ程潔く燗州讐三に農ざLているかど

の事爽である。この経験は意欲の中に於いてll辱成される　　　うかは問題の存する所であろう。

のであるが，それは後天的緻険の憲唄ミの経験である。　　　　　肝　ニコライ・ハルトマソ

或ひ定のこと舗う囎の酷圃釜図砺る・倣　 ・エー・一と購即・1面織磁の．鷹をと暁がら，
ば藩効：恥嚢的の意欲に於い側樵んと％鵬　然も麗の醸と糊纐ん四融の腿を倫騨の
に，行意欲の内容となるものは「買う意欲」「盗む意欲」　　主要テー一マの一一一つにしている点に於いて幾分カソトに優

である。それ故カントが正詣に述べている如く，葱図の　　帰した感あるのはユコライ’ハノ目’マンである。こNで

内割まか賄後ヲ酌の繰に依存している・それにも拘　も先づ獺軸雛1想に鰯雪．た後，㈱賄価・薩馴圃鞭
らずカソトはこの点に関して爾たな1謬襯1セ犯している。　　　に及ぶことにする。
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　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものであるとき当為が硯われる。それ故当為ほ当約：によ

A欄的価靴s。11・n　　　　　　　つて｛1糊され’ttvgるがJ・いq・硝在にヨ為が1儲レご・・
　倫理的佃i憤は本来，存在（Existenの　　の領域に属す　　　るのではない。「私は：もる・くぎものを，それがまだなく，

るものでもなけ｝しば意志や思想の蔭物でもない。それは　　然も自己の力，ti：の巾にある限りに於いて為さねぼなら

自体的にぽiセ親的でもなければ客観的でもなく，主観客　　　ぬ。」（ibid・s・155）

観の彼方にある所の「本貿」でSSつて，こllしを…羅する　積極、1脳ill三（・k・u・1，・Sd・・。11，n＞。これ．は「搬へ，1

心から全く狙立に存在するのである。即：ら価鮒は純粋1・：　　に反対が存す場含にのみ現われる。この櫃の飾撫nは

聡の世界のものであつて・その質料棚難を持つ　激（d・・　R・・1・）とあるべきものとの不7細・，鵬

てN’ると否とに腱轍関1系である・然Pイ醐は「編　1｛賭の間の繊繍ミに隅：fし属のて三ある。糺ユ；・燃

継もρ」（SL’　i’1s°11eri）である画るべ醜のとτfての　聡力・どう鞠ろうと1噸・、1C、踊が」li　舗現鄭こ

備瀦察するにはlll　litlil’b　S°11enとの関係洲聴に窓：　れに叛くこと麟噛〔｝で1騎こと剛，照・｝認韮1念の中に

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　は肖らの領域望ヒ趨えてユ見嚢へ迫る何《｝のかがあゐ。

　Sollenは価纏の木顯，に附齎し・！時にヘカ：それ・な問題に　　　　（ibicl．　s・157）積極的菊在｝敷与．えられ，・た：現壊｛ガ週lrii｝こ

しない4雛にも1醐する・S・11。・は佃li働襖現さ牙してい　ttllerSU・ibで・ll…5・；r二と野想するから・そね霊か・る耀≦に，

ない場合にほ常にltG・titら・11ゐものである。髄iは純紳に　俵存する。

畢融約な本聡辱ある1冴しども「現爽への傾向」（Tendenz　　　灌1極的当IEは未だ決1．．て漸為でほないし又必然的にt

・uf　Realiしltt）醐つてL・る・こ醐拠への蜘・　瀕1何　れ｝こ拗、・て献も・礎もち：、、。と・諭・噂，追，R（、・，。一

にしてその理念挫と調和するかは知ることが掛来ないo　　　ben）にと・：）て閲題になるのは，牽だ現．寒にはr∫：在しゐコ

　との圏難臥さておいて，価値とSollenとの関係につ　　L・が然も存在すべき凡てではないからである。然も械極

い℃習えば・価櫨はその質料が現爽化されない限りに於　　的当在に又埋愈的当在から灘蟹に区別1♂なければなら

v・’，：　diみ「あるべきもの」と考えるの1’」：7T：条理である・　ぬ。それ剛命斑削1囎削鵬元矧撒，ているもの・猷

入稼正蹴・謙実であるrべき」だということtk，誰か淋　　　t」：　〈，後から，それに現われるの・鳶おる。即ち積撚酌濁在

爽藻そうであるということによつて無意味になるもので　　にとっては価篤の理念酌当在｝恥一つの契機に過ぎ搬。そ

はない。（Ethik・Nicolai且“rtm鋤n・s・15り　　　　　れ憾：理念的当在と当鵜との巾間に1立する感のである。

　価鷹の理念的当在（ide乱1es　seinsollen）憾；その価輝質　　　積極的当凄1三Fよ序在すべきものが現喪の申に存在しな、・

料塑現犠i幌を持’つていると：否とに拘らないが・然もそれ　　　ことを前提としている。それは現嚢の自休的にあ為泄雛

綜現実の荏在非存在に対して無関Oであることは出来　　　の鷹只中に於、・てのみ可能である。

ぬ・価値の理念的当在は現異への頓向を飾でいる。cr　積極的当在は鼎・進徽存する。然もそ浦；現難対し

の二律背反は価纏そのものの本質一理念でありながら　　て優韓する。何故ならば段階ずけられた堺漿の損堺に於

然も現実に関系するという塞質に存する。』aの二爾陸が　　いては，依序的のものが必然的セこ優越した亀ので：ちるか

IEに価麿に於ける「理念的な当在」なのである。　　　　　らである。　L本論文，　s．172参照）

　この意味で価縫と理念的当在とは不可分の関係にあ　　　砦しS。llenが行為となるべきだとすれぼ，それは現

る・が・そ轍に又同一ではない・S。11・・は「何か」へ　実の存在卿｝こ接触勲持たねばならぬ。か喝鰍点

の方向を鰍し鵬はこの「”pm】」たる陶か」帥　を提供褐鋤£制紋S。b蜘）である。鞭｝／脳鶴
である。目漂（価憶）は方向（Sollen）を制約し，方向　　主体に対して無関心で：瓢ることは掲来ぬ。倫理が現われ

關勲ありかたに蹴る制k勺である・瀦は厳密酬　て編ρは，積極儲郁主勲翫鵜の離於・・て
関々係の中にある。両者瞭冶亀実体と関係の如く，その　　である。tr　xで倫理的価徳の世界は存在の世界と接触す

重さに甲乙はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。倫理的価魑は単なる存在である自然に働ぎかけるこ

　理念的当在は現実的であると否との別なく，佃瀬ほな　　　とは禺来ない》うr・，入閥は1醐勲こ反応する。入間ぱSollen

け？1二ばならぬことを意味するから，それは誰かが為さね　　を理解し，これを現実へ魏訳することが灘襲る。かくて

ばならぬという意味のSollen「当為」（Tunsollen）と　　Sollenに対’する主体の叢聖度が問題になるのである。

は区別されねばならね。　　　　　　　　　　　　　　　　　　B　主体とSollen

或る1醜が欠けていて，然も誰力・によつて獲得し得る「　ハ，・1・トマンによれば，主1級びその㈱は」駿秘韻
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存者である。主体の認識は謙観の制約を受けるが，然も　　とする所は価櫨ある何かの謝情乃灘は財なのである。

客鋭的の妥当性を持つ。次にS。11enは理念的の起源を　　　カソトを含めての目的倫理学欧倫理的価佃窪を追求の閑

有し，現爽に於いては主体に1【1“約されるが，然も超対象　　白勺とするのでなUれば善でなbとするのであるが，それ．

的の妥ll性をfrlする。1認識は趨越約な作用である。然し　　は道徳「1勺価楠と馴脊価で直とを漉岡せるものである。

出来上つた後には主体¢）序1にとど駿る。把握された倫理　　　　以上の如く考えると滋徳的（倫理的）価鰍1なへ絡の態：

的価憶獣主体によつて実現される。主体ほ価傭を「有」　　度や努九意志，：企図，行為などを規定することが醐来．

へと媒介する。然も二電のU：方で。第一一には閤的として　　ないということになりそうである。〔道徳駒（倫理的）

の宝立に於いて。第＝には行為のvFt　vr．。（ibid，・．166）　イ［li瀧一この舗の用法は本論交s．171鋼照〕然しこの疑

　次にSollenの働から言えぼ倫理約価糠か．ら出発1ノた　　　問1砲：J［Eしくない。冊凍が良心と名ず｝ナるものほ，慮己の．

存在規鑓は，主体を通過する際に必ずこれに変揮を与え　　　行為の価敏町く価腋な多少とも知るもの凝のだが，然もよ

る。価笹轍主体に独特の品位即ち人格一価自巳げクセン　　　く需われるように単1こ事後に於いて詐難するだllナのもの

トと全く圃様な範疇』勺新来蒋（kateg．　Oriales　Novum）　　　でほなく，≧｛｝：前に方冬いて禁止の役rl　lなも演一1書るものでお，

一｝ ﾈ4え挙。道徳1勺主体欧一切の現．惣1り存在の中で・　　る。随つて道徳｛剛戯傭（良心）は少くとも価値に即1．，て・

価憤の理念．酬躍｝｛と接触し，且価廊llに欧欠けている現　　　国白勺の選択に与るものなのである。（Ethilc・s・、23‘Dとこ

鍵騰をとれに与えんとする形而。ピ学的噸向を串むりてい為　　　うがこれだけで｝5：疑問の金部が解瀦したとほ留えない。

唯一のものである。入には二つの劉幾がある。その一つ　　行為の道鱒「1勺価臓と；卿醐価鱗（Sachverhaltwerte）とが

1：］：価範溺主体を強ll謝し次い点である。佃縦fは要求はする　　　僻一致しない（このことは行為の国指す期価績の大さと行

ボ，三k体の活動領域｝霊残iしておくo虫体は理念ll内当在に　　　為そのものの滋徳物価傭と一致しないことによつで分

対レq響である・鍍の難1コこ謝棚かの騨の作用　靭とすれば，道徳的（髄幽）tilli・fillそのもの膜現さ

によつて得る所の価億アクセントに存する。との価filme：　　れ得ないので｝－inないか。然るとぎ獣道徳的（倫理的）価

作用の対象に存する倫理的価傭と岡一ではない。道徳／l勺　　値の追求とVうことも不可能になるので㈱：ないか。随つ

イ醐は伺的に存するのではなく潤的に向けらll．kf／IL，用，　て又s・11・n劇蠣1醐にのみ制隈されるので眈、・か。，

結鰍畑三用の寵体に存するのである。（ibid．・．168）　（ibid．・。235）

駈を覗して分るように…ルトマソの価禰噸　　この疑隙肥つ｝こ分れる。賜こ漉響見に関係ぜし
る形而上学約である。殊に「理念は現爽がこれ｝ヒ反する　　める場合，追求に関係せしめる場合，Sollenに関係せし．

ことに対して無関bであるこ駐」；出来ない。」鋤1親　め雛｝禽である。

墜鞭費の騨熱・伽てこれ剛して内曲批　・先ず・・11・吐㊧齢蠣燃，それヒ・備の，
評を鰍ることは騨で励∫鰍でもある・　　鵬蝋艦も職漉、勺当礁も麟しない．。の、、嚇

　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　追求の仕方には縁がないカ・ら。然し価個の爽現な宮已の

　ハルトマソの倫理的価億の爽現に関する理論は勿論ご　　人格に於いて目指す所の嶺為に関してほ粥情が異る。当

の基本的佃酸観の制約を愛けている。随つてこれを具疋　　為に関する限り上の疑問は成立する。こXで獄行為の道

面から販扱うことは私の手に余る仕嚇である。然し倫理　　徳1勺価嬢は，行為の中に園的として志向された価価（壌，

的佃聴突ユ目の手続き等に関する部分は基本的価継観から　　情侮li瀬）で隊あり偲な㌔・という根本法則に対する矛盾が

比較・：蛸｝lmこ迷・’くられており，随つて見解を異にする者　発生するからである。（本言敏・．169，1≡1的撫・署・：に対

にも近ず錫いものである・　　　　　　　するtfヒ謳照）ひに始めてs。11・n・・hilcの隈界が存．

　「倫理杓価織の実現に際しては，人は自己の人格価嬉　　　する。

を獅掲の聖砒ない・」というシエー磐の趣旨はそ　B当為に於ては行為の腰たる佃1値と行為そのもの、

のまい・ルトマンに引継がれてL、る。Hく。「冥爽な人　　の道徳的価履とは価臓範礪の異るものである。着し然ら

の融勺は自分で輿実であろうとすることではなく，語る　　ぽ道徳約（倫理的）価値の爽現は不可能になるであろう．

相手に真1耽知らせることであり澗潔な収聴悲潔　か。蔚こが騰又臆志の価雛蘭・られて・、るのは慧

い人の口的は高潔又は慈悲灘くあろうとすることでは　　欲の道徳杓性格に矛1爵することを意廉するであろうか。

なくて，彼が与え又は窩ばす帽手の入魁｛曽物を得又は慰　　　（シェーラーめ倫理学はこLを一つの出発恵とする。）

ひ生持つことである。」（ibid・s・233）即ち行為の目的　　若しこの疑問を肯定するならば次のような冤通しにな
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郵購潭働（倫理約）仙i値の追求磯性臨に帰　B’1’こ関して・これ圃頻や鞘の；陽含の如く遡醐
する。そして最高価櫨（本来杓道徳’ill繭）としての入格　　 （倫理的）価伍iゆ追求の可能なことを承してものであ

価笹は全面；1勺に追零不可能になる。　．　　に　　　　　る。この意味の追求1濡胃わぼ「徳の蓄測のためのもの

　道徳約に癬ならんとする志向のあることは否めない。　　であつて，礪K’の問題たる倫嬢酌価笹のi漿現と恥蹴；：接関

着しこれを拒めば道徳杓修養や道f1恵教育は不珂能にな　　係隠：ない。然しハルトマソカ園巴の道櫨的価傭¢）追求可

るo道徳li勺価慣の追求し得るごとは1瓢漿であるoとのln寒　　　能li盤なi認め7こ1二とほ八格及び作用n：対゜象たりうるとい弓

獣膏為に患求される価億と追求する行為の価値とほ等し　　　彼峻り根本ゴ撹蔓に連如ものであつてト，こ牙1還擬定す”：3シ：・：

くないという法則とば矛盾しな、・。両者の同じでないこ　　　t・・ラ・一と比1鮫するとき注日すべきものである。　（il：　icl．　s．

とはこxでも保たれている。’追求の目擦が嵐己又にイIIL人　　208）

の道徳1’1勺価鳳であつても，追求の価催f旧：必ずしもc二れと　　　　Cに関して』。こ淑周ゴ羽かに循瑚、論法である。何故13：ら

同じ道葱1勺価醸で｝＊なv・。例えぱ生徒に高潔デ1漁傭教　　1漏　「人は嵐己の道徳fi勺（倫理酌）価臓聖｝1ミめるととに

える教陣の志は必ずしも腐潔，蕉直でなくてもよいわけ　　　よつでで獣なく，他のイlui履（1・1：情佃i、の靴求めゐこ～二に

だo教tt“る教師の佃醜は「種特”口の種類力ものであつ　　　よつてこれを爽珊することが出策る。」という解答は1

℃，知隷と海愛の価臆存こ糧摂出来るものである。　　　　　彼の理論の1大前提たる価籏爽現り根取法則と同…・趣財の

　C追求可能性ということになると又別である。とり1　　ものであるからである。

あえず人々は，i漿現さ牙し傳るには追求さ矛し徳るaとが削　　　（本i論文s．169，滲照）

提とならねばならぬと巻免るであろう6然1ノこの考えは　　　　結周習ぐ憶・・ル1・マソの理論から次のような結1論な引

「追＞1ヒによる達成」と築現とを同一視する屯のであつマ　　　出すことが出荘る。（1）倫理2酬簡醗よ尚為によつて口響ミ

萌かに誤りである。佃驚獣「・脚と心的であれ物的であ　　現出来ない。㈹道徳「白（倫理的）llll鞭轍修漣や教膏φ

れ，これに向けられた志向なくしても現鍵となる。道徳　　　場含のように臓擬に追求の1訓杓となり偲るo（3）道徳杓

的（倫鋤勺）価値となると，その’爽現は全然追求可笥旨に　　価管に也のllii驚を目瞭とすることによつてこれ翌遡け

よつて制約されていない。害膚欧正霧，好意，愛など　　ることが出来る。

に於いて道徳約（倫理的）価窟を爽現するがデそめ際署　　　皿　縮謝

々の憲図蝉に劇宵に向うだ1ナである。道徳鼠倫理的）　　繍蒲に人る前に用語法についてi’tsべゐ必嬰を、1鋤る。

価鰍現の本蹴，意齢他のものに蘭一・そのものを　さきに1…陳しておいたよ鵬倫酬勺備（。・h櫛。・

意図することなくして笑現するところにある・否臆図　w・・り臆志億欲）の目標になるような価簾劉訴す

が外に向う程・その入は内歯脳く質に冨むとbうことが出　　場脅に用bた。．シエーラー・一の当在としての価1直，ハルト

来る。それだけに父道徳杓（論理酌）価齢糊され　マソの理念約当在としての価曜，㈹レ・ル1・マ・・はこれ

る。これは難値の本質・線こ道徳的価糠と財イ鱒気（寓情　　が追求の目標になることな漿理的に否定している）而定ノ

価｛磁）との閥の根拠関係に存する。道徳約（：倫理的）価　　て或る慮1栄でほカソトの法則の1ノヨ容になるものがこれに

f直離用そのものの｛磁である。作用によつて灘継る　当る。1重禰痴鵬（m…li・ch・・W・・し）は道撒桁為1気

べき際轍定の申にあるので敵い・本質的に冒燃，　偬こ　付属する価慨し℃用厭が，・・ルトマソはこ漉

意図されたものの事・麿難i魑の実現されると否とは無関係　　iLsじhetischer　Werしやδk〕nomischer　Wし｝rし等と対比的

である。随つて八は膚己の道徳tl勺（倫理的）価’直そのもの　　に雨いている。（鳳しそれのみではなN・・。）（Ethik　s・2二7

を追求することによつてではなく，飽の価値を追求する　　s．31q）随つてそれは倫理の領域に於ける価直全般に樋

ことによつてこれを寒現すると冒わねばならぬ。（ibid・　　用する概奪と亀考えられるのである。道徳約行為冑休に

，．242）　　　　　　　　　　　　1；脳する価1【霞臨・・ルトマジαまSittli・h・・W。・t（道想

とり蹴ず，A滋cに頒された三つの欄に対　的徽）で鋪さ矛・ている・然しこの語は棟嚇｝こ限

ナる．、ル，。。の瀦搬罰冨み。。　　　胤てPRVられていの鴛な・’・㈱が倫醐価1勲
A醐いゐひで曙の関藤醐！念藍脳在で輔、追求す調醗けで｝漁くて・主榊闇そのものの　｛　

極的当在で紘く，当為と遡との関廉尉ればなら　幌・鰯で［轍れてL・る・（ibid・s・235）

ぬ。然るに当然のことながら，ハルトマン撤当為が倫理　　　このことに関範して一つの問魎がある。一般的｝：二，搬

的価値に向うことを否定する。　　　　　　　　　　　　休並びにその作用に乳［i随力帰せ・られると言つても，それ
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にば隠々の周面が生ずるからである。　　　　　　　　　　いるか。　「意欲の第・一・嚢酌な志向は聡物関係及び価臓関

　（1｝露休簗び行為が翁命珊的価繊を爽現する場合。即ち　　　係に尚けちれているo」（本論文s・166塗照）d1’で見る

鴬徳杓得為冑休に“lll臓が附与される場合・。　　　　　　　　　とシ＝一一つーの考えも上の命題と…致するように見え

　（2）価1直を追求する主体又に作用が爽現さるべき論理　　る。然しこれは慧欲の志向作用に関づ一る一般的理論であ

蜥醸醐欄ナる価醜持つて、・棚含。シェ・一ラーの　つて，必ずしも倫理㈱1醸の糊に附蜘もの鯛こな

備卿猷・・　・1・i・’当る1　　　・　　い・次破に於・・燗力燃うに欄1㈱ir直の賜欄
（B）7元納撚に属しなL・・｛111隠（鵬的価櫛を主体が　してはr追求」は櫛面的に欄1自椒こ向う。Wi・。・・Ull

価鱗徽の作用によつて偲て，これを主体父は作用が膚　s・h・nin　d・・N・tutt　’de・id・al・n　S・11・n・1iegt，　d・・s

己の価1醐料としてW，iつて、・る場合。　　　　　n・・da・。m　S。！1…9・red・t　w・・d・nl・ann・WQd・r

　（2）と〔3）と1洩謂わば行為の原動ブ盈なす主休（作用）の　　’We　it　a！s　ein　Nichtg・　eienti｛er　gegebe’n・jst，so　gehtirt　cs

価’直慨料であつて（1）とほ異る。そ牙しは珈念的な倫離1勺価　　　nUn　au¢h　z”・u　jeder　Art・von　Irnl）eratiVt　dass　Ut：sヒots

値と道徳約行為｝封体に附腐する価臆との中間にiilし，且　　auf　die　Setzung◎魚cs　Wcrt，es　gcht，　auf　den　dag　St”

両者を燥介する5のである。かかるi｝，のを指す場合に獣　　「eben　niehピin　u「SP「ungelichet　rntent丘on　be「eits　he唄

脳㈹勺（倫理約）価1直」と詑しでおいた。　　　’・dg・n　i・t・W・dc・FI　11　ist，　hat　e・kein・n　Sin”，　v°n

　う　　　　　　　　　　　　　・　　・　　　　　　叩flicht，，，‘‘NOrnx”，‘‘lmLoerativ，）　ZU　r¢den，（For獅

さ℃論理細聴暎現に関し℃，カソLシエーラ　m・li・m・・…2ts）

一，ハルトマソの三三：齎の見解の興1司な明かにすることか　　　　以」：のL］；う’｝こ，1畏元1杓志向；・r．li4x　vい》ご「追求」が倫瀦鋪勺

ら始めるo雫捗1りはハルトマソの理論から衛た結論であ　　　伽i暇に向つて、・るとすれば，倫演｝娘勺佃i籔と輿現さ才Lる所

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の騨1窃価纏とのi謝には知河なる関係カミあるかoこ才1，に対

　ω　「倫理駒佃li値は蜘為によつて鳳輿現出来ない。」　　する解審レ訓欠の興解の巾に馴1憾れる・

これに膿ては淋一ラーは…レ1・・yVと撒する。　「繊繍騨・先ず価鯛象噸q勿糠びに心駄　1i

（跳シ恥ラーは当紬ll生格捕する価伽励こと　欄男こ・次に備の備・1‘爽敵1欄す脚蜘こ脳”「・
「を主面1勺に否定ずるものではな、・。）（本論7Xご　s．165，　諺洩　　　　㌔・るo」（本論文s・166）・「心情の価簡鍵質をこ相当する価

照）然しその恨拠ずけかたは同じでない。シエージーの　　値対象』なる諏が問題の憩所である。　力｝敦道徳的（倫

場命は，価直はSollenの門をくぐることなく1ノて鍵現　　　理的）佃「値であり，他方は物Tl勺佃i纏である。1111暫に後齎

されるから当為によらない。然るにハルトマンで欧，価　　が帽当するとは如奮町なることであるか。

値異現に際して国的となるのは箏情価臓であつて倫理胸　　　解答鳳「心的又は物fl勺佃瀬関係力爽現し得られるよう

価臆ではないからである。　　　　　　　　　ゐ：対象臨既に意欲の酎爵を一綴している所の佃i縷方向

（z）「道徳的（倫理．杓）価臓は修鎚轍育の鵬に見　に棚約凱1て、・る・」㈱融・467）に則慢る・

る如く，陶接追求の目標になり得る。」これは本諭交の　　　豊しそれほ娘実である。こ：｝U＊習々の日贈の経験とも

意図する所と薩接関系はないが，…菖これに触｝Vるなら　　一・一一致する。慈愛の価蝦に満ちた心摺は物なそのように動

．ば，シエーラー・1・Xこれに対レ⊂否定的・脇る。ぐ塒敏　かう嚇。こkでは物1嫡鎌る物質梱軽なければ・単なる価

・466滲照）f、Dハルトマソ1こついて一・tt附加えておくな　値物㌧礁☆．な、・。そ親謡体・瑛践梛堺の圏内の「物」

らば，へは理念的価fPt　1：　．S、・ILることによつて人楕になる　　　であり・　「其心のこもつたものユなのである。幼児にVl：

のである。ノ、融疎形成ざれるものなのである。但し　ぐ綜牙tる一一匙のミル2f・1：1：・母親の羽こある限り・慈愛

ハルトマソも道徳杓（倫理．凹）佃醜の実現には限度のあ　　　の心の延1蔓である。ジヤソ・バルジヤンを改竣させたミ

ることを認めている。「勢気の価1直は生来臆病な者には　　　リ皿ル僧疋の燭卸よ｛曽疋の人格と離｝tてあるものではな

爽現されない。精々この欠陥は：・一種の内杓訓1練である所　　　い。シPt　一ラーの冤解の正しいことが分る。即ち実践1約

の黙考・や克己，糊熟などのi七用IP：で醐｝こ含わせら矛しるo　　　世界｝こ於て憶恵欲と｛illl筏物との隈1醸は慮欲と倫理的繍if直

（Ethilc，　s．244）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　との関係に相当すると浴える。

　（3）　「道徳杓（倫理的）．打i聴は熊の価症直を志向するこ　　　然しこの場合も，疑問の全部が解決1．．たと言えない。

とによつてこれを｛契現することが出来るo」これはハル　　　行為の目襟は依然とし．てitオ噺1勲霞であつて倫珂1約f面鵬その

，トマソの根本主張であるが，シー＝　一一ラーではどうなつて　　　ものではな㌔、oそこで厳密に言’えば，志向され、選手尺さわ，
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驚倫遡的価魁は一旦意欲にとり入れられてその爽質粒形　　雷えば，後者は前者に対して全然独立である。」（Ethik・

成／．，それが潤標たる価財値を動かすと鷺うべぎであろ　　s・229）

うo　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　この理論は純粋｝こ範1簾イ内なもので：防つて，ε爬践と．｝敷嵐

　3　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　接関醸はない。彼は礎践1約に二1・：；：財佃i僅1と」重徳・内（倫理的）

　ウソト撤困ルトマソの批騨した如く目的倫理学の誤謬　　　｛耐遵1との内面的な紬びつきを見落1ノたために，行1為の道

『に陥つている。（Ethilc・s・233）藤論法適用の方法　徳的｛ii鵬は1也のlillitilttの追求に猟・て難見蹴Lゐという彼

どして彼の挙げた例が矛盾に陥つている理由の一つはこ　　　．の1艮本命題から一歩も出るご～二け規來なか・った。

版にあると思われる。（「借謂で人をあざむく場合の例。　　　　シ＝：　一一ジーに於ける意恋過縄の理論は，一雷以つて廠

K」d．p．V．　s．50」「嘘言や自殺の例，　他入の困窮を冷視　　　えば高い澱階の侭1い段階を例撰して子予く澱秘｝こタトならオ1：

する例。ibid・s・90」「約束不履行の例。（7rrundlegun9　　㌔・。規定の仕方癒．．ヒから下への…・方に1邸週ノ然もdlな

zur　MethaPhysik　der　Sitten・s・45」〉　　　　　　　　絶対化したところに問魑ほある1’こしても，然しこの勉摂

　道徳的（倫理、Pゆ価壇と財佃聴との関係に関するハル　　関係を”雀理的に偲めなければ倫翼li的価伽墾爽現と、、うこ

トマンの理論には今一つ触れておくべさ宅とがある。　　とはあり響ない。

「道徳駒（倫理的）価櫨とliオ価臓との聞には依存関係が　　　倫理的価鰹の契現ということに問題な限楚し℃欝え．

ある。然しこの依存関係は蔚iに質料酌であって，価鰍論　　ば，カソト，ハルトマソ，シn：　一ラ”の巾，SxLジP

的ではない。低い価笹は高いm百笹の形成され知ための質　　が澱もその真相をうがつているように題う。

＊；1・である。それ故その必須の要件である。然しfiil値的に　　　　　、　　　．’　　1953碓9月15臼　　』　　1

1脚1
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